
No.839    October  2026

2026

N o . 8 3 9

10

秋 風 に 揺 れ る



 

2026.102026.10 23

　表紙の写真

町長歳時記
Pick Up News
　プチプチ株式会社と災害時協定を締結しました
特集
　スポーツの力で町に活力を
　～「官民連携のまちづくり」のこれまでとこれから～
町政スポット
　・モンテディオ山形 O-60 コミュニティ
　・おいしく備える「防災ごはん」講座　　ほか
第 47 回 朝日町ワインまつり
令和７年度決算
まちレポ
　・大谷小学校 PTA 学年行事
　・第１回カラオケまつり　　ほか
我ら地域活性化起業人
それいけ協力隊とウサヒ、町立図書館コーナー
健康あさひるばんざい、朝日町の神社と御堂
戸籍のまど、となりのリンゴさん
大谷地区で「地域食堂」開催
ドキドキ探検隊 カヌー体験

P2
P3

P4

P8

P9
P10
P14

P16
P17
P18
P19

P20

目次 ◎ CONTENTS 　　町長歳時記　（234）

2026

10

『自由』への渇
か つ

望
ぼ う

と挑戦
～思いが決意となり

決意が行動となる～
　私たちは『自由』を渇

かつぼう

望する。命がけでそ
の『自由』を手に入れようとする。それが「人
間」であります。
　人類の歴史は、自由への渇望と剥

はくだつ

奪の繰り
返しでありました。そしてそれは、自由獲得
への執念の挑戦でもありました。
　現代の日本人は『自由』を「空気」のよう
な存在として感じ、当たり前にそこに在るも
のとして享

きょうじゅ

受しています。そしてその「あり
がたさ」に目を向けることすらなくなってい
るのではないでしょうか。
　もしも私たちの『自由』が何者かによって
奪われ、拘

こうそく

束され、隷
れいぞく

属される立場になった時、
激しい怒りと憤

いきどお

りを感じるものとなるでしょ
う。しかもそれは取り返しのつかない代

だいしょう

償と
して重い楔

くさび

につながれたものとなります。永
遠に戻ることのない暗闇に暮らす蝙

こうもり

蝠のよう
に、じめじめした洞

どうくつ

窟の中で這
は

いつくばるよ
うに暮らし続けなければなりません。
　一人の人間が、「自

じゆうはくだつ

由剥奪」という理
り ふ じ ん

不尽さ
に立ち上がろうとする時、強大な権力は、い
とも簡単に、この非力な反抗を押し潰

つぶ

してし
まいます。しかしその時立ち上がった一

いっぺん

片の
闘
と う し

志が、灼
しゃくねつ

熱の大地に根を下ろした雑草のよ
うに、しだいに強く深く根を張り、それが強
固な意志として、同胞の心に深く根強く沁

し
み

渡って行くのです。これが『自由』への渇望
の人類の歴史であります。
　決して失われることのない、『自由』への渇
望は、私たち人類が生きて行くために必要な、
欠くべからざるものとして、人間の DNA に
深く刻み込まれているのです。
　『自由』への人間の思いが決意となり、その
決意が行動となる。この挑戦が続く限り、そ
こにどんな困難が立ちはだかろうとも、歴史
は人間が生きて行くべき正しい方向に導いて
行くものだと、確信しております。

　10 月２日に一本松公園（能中）から撮影した
「椹

くぬぎだいら

平の棚田」の様子です。公園東屋前の道路脇に
咲くコスモスのピンク色と、黄金色に実った稲穂。
鮮やかな２つの色が秋風に揺れる様子が美しく、夢
中でシャッターを切りました。
　秋のごく短い期間のみ楽しむことができるこの風
景。来年もまた見たいと思う光景です。

今月の注目情報Pick Up News

寄付採納報告

安永圭佑代表取締役社長（写真左）

　協定締結式の同日、プチプチ株式会社より企業版ふるさと納税と
していただいた 100 万円の寄付に対する感謝状の贈呈を行いました。
同社より寄付をいただくのは、今回で５年連続となります。
　いただいた寄付金は、エコミュージアム推進費、豊かな森林維持整
備事業、空気まつり、再生可能エネルギー導入促進事業に活用させて
いただきます。

プチプチ ® パーティション

PLA-BED® ブース
避難所などにおいて、簡易
的なプライベート空間が作
れます。

避難所などでの仕切り板や
目隠し板として利用できま
す。

クッション性・保温性があ
り、さまざまな用途に活用
できます。

組み立て式で、コンパクト
にして持ち運びが可能な簡
易プラベッド。

支
援
い
た
だ
け
る
物
資

プ
チ
プ
チ
株
式
会
社
と

「
災
害
時
に
お
け
る
物
資
の
優
先
供
給
に
関
す
る
協
定
」

を
締
結
し
ま
し
た

　
プ
チ
プ
チ
株
式
会
社
（
東
京
都
千

代
田
区
）
と
朝
日
町
は
、「
災
害
時

に
お
け
る
物
資
の
優
先
供
給
に
関

す
る
協
定
」
を
締
結
し
、９
月
25
日
、

朝
日
町
役
場
を
会
場
と
し
て
、
プ

チ
プ
チ
株
式
会
社
・
安
永
圭
佑
代

表
取
締
役
社
長
と
鈴
木
浩
幸
町
長

が
協
定
書
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　
こ
の
協
定
は
、
災
害
時
に
避
難
所

で
使
用
す
る
物
資
を
優
先
的
に
供
給

い
た
だ
く
こ
と
で
、
避
難
所
の
生
活

環
境
の
改
善
と
健
康
被
害
の
防
止

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で

す
。
支
援
い
た
だ
け
る
物
資
は
下
記

の
４
種
類
で
、
有
事
の
際
に
は
、
町

の
要
請
に
よ
り
同
社
か
ら
物
資
を
送

付
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

同
社
は
「
空
気
ま
つ
り
」
に

2
0
1
0
年
か
ら
毎
年
参
加
し
て
お

り
、「
空
気
」
を
通
じ
て
町
と
15
年

以
上
の
つ
な
が
り
を
持
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
き
っ
か
け
か
ら
、
東
北
地

方
の
自
治
体
と
し
て
は
初
と
な
る
災

害
時
協
定
の
締
結
に
至
り
ま
し
た
。

　
式
で
は
、
町
長
が
「
各
地
で
地
震

や
水
害
な
ど
、
大
き
な
災
害
が
続
い

て
い
る
。
町
民
の
安
心
に
つ
な
が
る

協
定
と
な
っ
た
」
と
あ
い
さ
つ
し
、

安
永
代
表
は
「
今
回
の
協
定
に
は
大

き
な
意
義
を
感
じ
る
。
こ
れ
か
ら
も

命
を
守
る
と
い
う
責
務
を
果
た
し

た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。
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　　特集　スポーツの力で町に活力を

朝日町 × ミズノ株式会社

スポーツの力で町に活力を
～「官民連携のまちづくり」のこれまでとこれから～

連
携
協
定
の
は
じ
ま
り

　
町
と
ミ
ズ
ノ
株
式
会
社
（
以
下
「
ミ
ズ

ノ
」
と
表
記
）
の
つ
な
が
り
は
、
平
成
26

年
度
か
ら
平
成
28
年
度
に
か
け
て
行
わ
れ

た
、
町
の
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
の
取
り
組
み

が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
急
速
に
進
行
す
る
高
齢
化
に

伴
う
社
会
保
障
費
の
増
加
や
医
療
費
の
抑

制
な
ど
の
課
題
に
加
え
、
健
康
寿
命
の
延

伸
や
生
き
が
い
づ
く
り
な
ど
へ
の
取
り
組

み
強
化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
一
方
ミ
ズ
ノ
で
は
、
少
子
高
齢
化
に
伴

う
ス
ポ
ー
ツ
人
口
の
減
少
を
見
据
え
、
こ

れ
ま
で
培
っ
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
日
常
生

活
支
援
や
健
康
づ
く
り
と
い
っ
た
他
分
野

へ
活
用
で
き
な
い
か
模
索
し
て
い
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
お
互
い
の
ニ
ー
ズ
が
合
致
し
た

こ
と
を
確
認
し
、
平
成
28
年
３
月
、「
総

合
的
な
ま
ち
づ
く
り
」
で
連
携
協
定
を
締

結
し
、
共
通
し
た
課
題
に
連
携
し
て
取
り

組
む
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。

第３期 まちづくり連携協定締結式
　９月 30 日に創遊館で行われた締結式には、鈴木浩幸町長、
伊藤耕平副町長をはじめとした町関係者のほか、ミズノから
大森邦弘執行役員、木村陽平北日本営業部長、池野季紀営業
開発部長、川久保浩之営業開発部担当課長が出席しました。
　式では、第１期（平成 28 ～令和２年）、第２期（令和３～７年）
で実施した連携事業を振り返りつつ、第３期（令和８～ 12 年）
の目標のポイントを紹介。町とミズノ、お互いの目指す姿の実
現に向けて、気持ちを新たにする式となりました。

　第３期中には「あさひ未来学園」が建設さ
れる。新たなインフラが完成した際にも、よ
り多様なノウハウを活用させてもらい、町民
の健康や子どもたちのスポーツの機会を支

えたい。「スポーツの力を通じて社
会に貢献する」という理念のもと、
皆さんが満足できるようなサービ
スを提供していきたい。

ミズノ株式会社　　　
大森 邦弘 執行役員

　
平
成
28
年
か
ら
総
合
的
な
ま
ち
づ
く
り
で
連
携
し
て
き
た
町
と
ミ
ズ
ノ
株
式
会
社
。以
来
、

２
期
・
10
年
間
（
１
期
５
カ
年
）
に
わ
た
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
本
年
９
月
に
は
第
３
期
目
と
な
る
ま
ち
づ
く
り
連
携
協
定
が
締
結
さ
れ
、
さ
ら

な
る
連
携
の
強
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
今
月
号
で
は
町
と
ミ
ズ
ノ
の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
町
民
の

豊
か
な
生
活
に
向
け
て
、
ど
の
よ
う
に
協
力
し
て
い
く
の
か
を
特
集
し
ま
す
。

さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
し
て

　
官
民
連
携
の
取
り
組
み
が
ス
タ
ー
ト
し

て
10
年
。
健
康
づ
く
り
や
ス
ポ
ー
ツ
分
野

に
と
ど
ま
ら
ず
、
農
業
従
事
者
や
地
域
団

体
と
の
コ
ラ
ボ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
ミ
ズ
ノ
の
持
つ
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
な

が
ら
事
業
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
は
主
に
「
歩
く
」
と
い
う
人

間
の
基
本
的
な
動
作
の
見
直
し
を
通
じ
た

町
民
の
健
康
づ
く
り
や
、
町
と
ミ
ズ
ノ
ブ

ラ
ン
ド
の
発
信
な
ど
に
注
力
し
て
き
ま
し

た
。第
３
期
で
も
そ
れ
ら
を
継
続
し
つ
つ
、

新
た
な
視
点
に
立
っ
た
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　
次
ペ
ー
ジ
で
は
第
３
期
協
定
の
ポ
イ
ン

ト
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

　継続してきた 10年間の歴史は何ものにも
代えがたい、重みのある実績。今後もミズ
ノ株式会社様が持つ多くのノウハウや豊か
な知見をお借りしながら、民間企
業の技術を地方のまちづくりに活
かす先進的な事例となれるよう、
一緒に取り組んでいきたい。

　　　　　　朝日町
鈴木 浩幸 町長

こ
れ
ま
で
の
主
な
連
携
事
業
（
抜
粋
）

（年）

・�「
ま
ち
づ
く
り
連
携
協
定
」
締
結　
　

第
１
期
協
定
が
開
始

・�

町
と
ミ
ズ
ノ
の
コ
ラ
ボ
ロ
ゴ
を
活
用

し
た
ウ
ェ
ア
で
ブ
ラ
ン
ド
発
信

・�「
朝
日
町
ス
ポ
ー
ツ
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル 

w
i
t
h 

ミ
ズ
ノ
」
を
開
催
。

柔
道
日
本
代
表
監
督
・
井
上
康
生
氏

が
記
念
講
演

・�「
朝
日
町
ビ
ク
ト
リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
」

開
催
。
元
プ
ロ
野
球
選
手
の
仁
志
敏

久
氏
、
フ
ィ
ジ
カ
ル
ト
レ
ー
ナ
ー
の

川
島
浩
史
氏
が
来
町

・�

小
学
生
対
象
の
「
走
り
方
教
室
」
を

開
催
（
以
降
、
継
続
開
催
）

・�「
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
」
を

共
催
し
、「
ミ
ズ
ノ
杯
」
と
す
る

・�「
ミ
ズ
ノ
ビ
ク
ト
リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
」

と
し
て
、
元
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
女
子
日

本
代
表
監
督
の
中
田
久
美
氏
が
来
町

・�

小
学
生
対
象
の
「
泳
ぎ
方
教
室
」
を

開
催
（
以
降
、
継
続
開
催
）

・�「
生
涯
学
習
推
進
大
会
」
に
て
、
プ
ロ

ラ
グ
ビ
ー
選
手
の
田
中
史
朗
氏
が
記

念
講
演

・�
町
内
若
手
農
家
と
共
同
で
「
農
作
業

用
手
首
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
開
発

・�

ミ
ズ
ノ
と
前
田
沢
区
が
共
同
で
、
地

区
内
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
設
定

・
第
２
期
連
携
協
定 
締
結

・�

レ
イ
ン
ウ
ェ
ア
に
焦
点
を
当
て
、
若

手
農
家
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

・
ミ
ズ
ノ
歩
行
測
定
会
開
催

・�「
ミ
ズ
ノ
ビ
ク
ト
リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
」、

「
生
涯
学
習
推
進
大
会
」
に
て
、
長
野

五
輪
ス
キ
ー
ジ
ャ
ン
プ
金
メ
ダ
リ
ス

ト
の
船
木
和
喜
氏
が
来
町
・
講
演

・�

歩
数
計
ア
プ
リ「
a
r
u
k
u
&（
あ

る
く
と
）」
を
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト

「
A
S
A
H
I
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
チ
ャ

レ
ン
ジ
」
開
催
（
以
降
、
継
続
開
催
）

・�

黒
田
恵
美
子
氏
を
講
師
に
迎
え
た

「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
」
を
開
催
（
以

降
、
継
続
開
催
）

・�「
生
涯
学
習
推
進
大
会
」
に
て
、
長
野

五
輪
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
金
メ
ダ
リ

ス
ト
の
清
水
宏
保
氏
が
記
念
講
演

・�「
生
涯
学
習
推
進
大
会
」
に
て
、
ア
テ

ネ
五
輪
男
子
体
操
金
メ
ダ
リ
ス
ト
の

塚
原
直
也
氏
が
記
念
講
演

・�「
ミ
ズ
ノ
ビ
ク
ト
リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
」、

「
生
涯
学
習
推
進
大
会
」
に
て
、
元
読

売
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
の
篠
塚
和
典
氏
が

来
町
・
講
演

・
第
３
期
連
携
協
定 

締
結

H
28

H
29

H
30

R
１

R
２

R
３

R
４

R
５

R
６

R
７

R
８
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　　特集　スポーツの力で町に活力を

ASAHI ウォーキングチャレンジ 2026  ウォーキングイベント開催中
　歩数計アプリ「aruku&（あるくと）」を活用したウォーキングイベント “ASAHI ウォー
キングチャレンジ 2026 1st” は、町内在住、もしくは町内勤務の方ならどなたでもエン
トリーできます。目標歩数を達成した方には抽選で、豪華景品が当たります。11 月には
2nd を開催予定。ぜひご参加ください。

● 期　　間　1st：10 月１日（木）～ 31 日（土）／ 2nd：11 月１日（日）～ 30 日（月）
● 要　　件　町内在住・在勤の 18 歳以上の方
● 参加方法　ウォーキングアプリ aruku&（あるくと）をダウンロードしてご参加ください。

◀アプリの
　ダウンロードは
　こちら

◀イベントの詳細は
　町公式ホームページへ

ミズノ株式会社
営業開発部 担当課長

川
か わ く ぼ

久保 浩
ひ ろ ゆ き

之 さん

　これまで 10 年間にわたってさまざま
な連携事業を実施してきたミズノ株式
会社と朝日町。その活動をミズノの担
当として支えてきたのが、現営業開発
部担当課長の川久保浩之さんです。
　川久保さんに、これまでの取り組み
の中で感じた町民意識の変化や、今後
のビジョンなどについて伺いました。

高
ま
る
健
康
へ
の
熱
量

　
朝
日
町
と
継
続
し
て
関
わ
っ
て
き
た
中

で
、「
健
康
づ
く
り
」
に
対
す
る
町
民
の

皆
さ
ん
の
意
識
は
間
違
い
な
く
高
ま
っ
て

い
る
と
感
じ
ま
す
。

　
特
に
令
和
５
年
か
ら
開
始
し
た「
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
教
室
」
参
加
者
の
熱
量
は
大
き
く
、

毎
回
多
く
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
講
師
の
黒
田
恵
美
子
先
生
も
、「
皆

さ
ん
と
て
も
真
面
目
で
熱
心
。
教
え
る
側

も
う
れ
し
く
な
る
」
と
話
し
て
く
れ
ま
す
。

　
第
２
期
は
「
歩
く
」
と
い
う
動
作
に
注

目
し
た
事
業
を
多
く
実
施
し
た
の
で
、
ね

ら
い
ど
お
り
の
反
応
が
得
ら
れ
た
と
思
い

ま
す
。
教
室
は
主
に
大
人
が
対
象
で
し
た

の
で
、
今
後
は
子
ど
も
た
ち
に
も
楽
し
く

運
動
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
企
画
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
で
す
ね
。

ス
ポ
ー
ツ
を
続
け
ら
れ
る
環
境
を
整
え
る

　
全
国
的
に
少
子
化
が
進
み
、
団
体
で
行

う
チ
ー
ム
ス
ポ
ー
ツ
を
子
ど
も
た
ち
が

続
け
ら
れ
な
い
と
い
う
状
況
が
増
え
て
い

ま
す
。
朝
日
町
も
同
様
で
、
や
り
た
い
ス

ポ
ー
ツ
を
続
け
さ
せ
て
あ
げ
た
い
と
思
っ

て
も
、
今
後
は
こ
の
町
だ
け
で
そ
の
環
境

や
人
材
な
ど
を
賄ま

か
な
う
の
は
難
し
く
な
っ
て

い
く
で
し
ょ
う
。

　
そ
こ
で
我
々
ミ
ズ
ノ
が
つ
な
ぎ
役
と
な

り
な
が
ら
、
近
隣
市
町
も
含
め
て
広
域
的

な
連
携
に
つ
い
て
考
え
る
な
ど
、
継
続
性

が
保
て
る
よ
う
な
環
境
を
作
っ
て
い
く
こ

と
が
大
事
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
が
健
康
に
成
長
で
き
る
よ
う
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
案
・
提
供
す
る
こ
と
が

ミ
ズ
ノ
の
命
題
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

新
た
な
ス
ポ
ー
ツ
の
確
立

　

ま
た
、
少
人
数
で
も
で
き
る
新
た
な

ス
ポ
ー
ツ
も
増
え
て
い
ま
す
。
例
え
ば

「
B
a
s
e
b
a
l
l
５
（
ベ
ー
ス
ボ
ー

ル
フ
ァ
イ
ブ
）」
と
い
う
５
人
１
チ
ー
ム

で
行
う
野
球
の
よ
う
な
競
技
。
男
女
混
合

チ
ー
ム
で
あ
る
こ
と
が
必
須
で
、
男
性
・

女
性
の
み
の
ス
ポ
ー
ツ
よ
り
も
チ
ー
ム
が

非
常
に
組
み
や
す
い
で
す
。
そ
し
て
室
内

で
も
で
き
る
の
で
、
冬
場
も
競
技
を
続
け

ら
れ
ま
す
。
日
本
代
表
チ
ー
ム
も
あ
り
、

世
界
大
会
も
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て

確
立
さ
れ
、
上
を
目
指
せ
る
よ
う
な
競
技

に
は
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
我
々
に
は
そ

う
い
っ
た
種
目
の
紹
介
や
、
体
験
会
の
開

催
な
ど
、
実
際
に
競
技
に
触
れ
る
場
を
つ

く
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
町
が
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
の
先
進
地
・
中
心
地
と
し
て
頑

張
れ
る
種
目
を
提
案
し
、
皆
さ
ん
と
話
し

合
い
な
が
ら
実
践
の
検
討
を
し
て
い
き
た

い
。
そ
し
て
義
務
教
育
学
校
「
あ
さ
ひ
未

来
学
園
」
が
完
成
す
る
頃
に
は
町
の
中
に

そ
の
競
技
の
土
台
が
で
き
て
い
て
、
教
育

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ

う
な
基
盤
を
作
る
こ
と
が
、
次
の
５
年
間

の
大
き
な
柱
の
一
つ
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

健
康
は
「
自
分
ご
と
」

　
ミ
ズ
ノ
は
「
ス
ポ
ー
ツ
会
社
」
で
は
あ

り
ま
す
が
、
常
に
念
頭
に
あ
る
の
は
極
め

て
普
遍
的
な
、
人
々
の
「
健
康
」
や
「
幸

せ
（
Wウ

ェ

ル

ビ

ー

イ

ン

グ

e
l
l
-b
e
i
n
g
）」
の
こ
と
で

す
。
そ
れ
ら
は
ど
ん
な
人
に
と
っ
て
も
生

き
て
い
く
う
え
で
絶
対
に
必
要
で
、
関
係

の
な
い
人
は
一
人
も
い
な
い
は
ず
で
す
。

　
町
と
ミ
ズ
ノ
は
共
同
で
さ
ま
ざ
ま
な
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
単
純
に
「
こ

の
ス
ポ
ー
ツ
（
運
動
）
が
好
き
だ
／
嫌
い

だ
」「
私
に
は
関
係
な
い
」
と
思
う
の
で
は

な
く
、
健
康
づ
く
り
を
「
自
分
ご
と
」
と

捉
え
、
多
く
の
教
室
や
イ
ベ
ン
ト
に
ぜ
ひ

参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
に
「
運
動
は
自
分
へ
の

投
資
」
と
い
う
意
識
が
根
付
き
、
そ
し
て

新
し
い
こ
と
に
ど
ん
ど
ん
挑
戦
し
て
も
ら

え
る
よ
う
な
活
動
を
実
施
し
、
朝
日
町
が

よ
り
元
気
な
町
と
な
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら

も
尽
力
し
て
い
き
た
い
で
す
。

ウォーキング教室の様子（６月 26日）。今
年度も全５回での開催を予定しており、初
日となったこの日は約 40人が参加して自
身の歩き方を確認しました

第３期（2026 年～ 2030 年） 連携協定のポイント

朝日町とミズノが目指す姿（ビジョン）

① 義務教育学校「あさひ未来学園」の開校を契機とした「新たなまちづくり」
町が取り組むこと ミズノが取り組むこと

子どもたちに限らず、老若男女が交流し、
さまざまなスポーツを楽しむ機会の創出

スポーツに親しむ場や機会などの提案

独自のツールやサービスなどを活用した
運動プログラムの推奨

先進事例（ニュースポーツへの参加など）になり
得る取り組みへのチャレンジ 進事例模索に係るニーズ調査や取り組みの実践

② 子どもたちがスポーツをし続けられる「持続可能な環境づくり」
町が取り組むこと ミズノが取り組むこと

子どもたちの体力、
技術向上を図る実技指導の強化 指導者への定期的なスキルアップ研修の実施

プロアスリート等との実技交流および
講演会の開催（シビックプライド※の向上） プロアスリート等との交流機会の提供

③ 健康・スポーツ事業を起点とした「広域（交流）連携」
町が取り組むこと ミズノが取り組むこと

広域的な地域連携、友好都市などとの
スポーツ交流の検討・調整 広域的なスポーツ交流への支援、提案

町内事業者などとミズノのつながりを創出し、
その交流を通して町内産業の活性化を図る 町内事業所などとの積極的な交流、連携事業の展開

※シビックプライド
　郷土愛など、単なる愛着以上に「この町をよくするために自分自身が関わっている」という当事者意識（自負心）
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モンテディオ山形O-60コミュニティ
■政策推進課　☎６７- ２１１２

町青少年健全育成町民大会
■教育文化課　☎６７- ２１１８

おいしく備える「防災ごはん」講座
■健康福祉課　☎６７- ２１１６

朝日町消防団 消防訓練会
■危機管理対策室　☎６７- ２１１１

場
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
声
磨
き
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の

間
地
謙
太
さ
ん
、
モ
ン
テ
デ
ィ
オ

山
形
ク
ラ
ブ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー

の
岡
﨑
建け

ん
や哉

さ
ん
を
講
師
に
、
町

内
在
住
の
約
30
人
が
参
加
。
準
備

運
動
を
兼
ね
た
軽
運
動
や
、
元
気

な
声
を
出
す
た
め
の
ボ
イ
ス
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
10
月
21
日
に
天
童

市
で
行
わ
れ
る
北
海
道
コ
ン
サ

ド
ー
レ
札
幌
と
の
試
合
を
観
戦

し
、
そ
こ
で
こ
れ
ま
で
の
練
習
の

成
果
を
応
援
で
披
露
し
ま
す
。

子
を
育
む
た
め
に
毎
年
開
催
さ
れ

て
い
る
こ
の
大
会
。
今
回
は
、
約

2
0
0
人
の
町
民
や
教
育
関
係
者

な
ど
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
、
ド
キ
ド
キ
探
検
隊
隊

長
の
鈴
木
直
幸
さ
ん
（
大
谷
第
五
）

が
事
例
発
表
。〝「
ち
ょっ
と
待
っ
て
！
」

の
か
け
声
か
ら
始
ま
っ
た
地
区
の
人

た
ち
と
公
民
館
の
連
携
と
協
働
〟
と

題
し
、
探
検
隊
発
足
の
経
緯
や
活

動
の
課
題
な
ど
を
発
表
。
子
ど
も
た

ち
の
野
外
活
動
を
長
年
支
え
て
き
た

活
動
に
、
参
加
者
は
深
く
う
な
ず
き

な
が
ら
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　
健
康
福
祉
課
・
茂
木
彩
英
香
管

理
栄
養
士
の
指
導
の
下
、
乾
物
や

缶
詰
を
使
っ
た
調
理
、
パ
ッ
ク
入

り
の
ア
ル
フ
ァ
化
米
の
試
食
と
そ

の
ア
レ
ン
ジ
、
そ
し
て
ポ
リ
袋
を

使
用
し
た
湯
煎
に
よ
る
パ
ッ
ク

ク
ッ
キ
ン
グ
な
ど
、
災
害
時
で
も

衛
生
的
に
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食

事
を
摂
取
で
き
る
調
理
を
実
践
。

参
加
者
は
、「
想
像
し
て
い
た
よ

り
も
し
っ
か
り
味
が
つ
い
て
い

て
、
と
て
も
食
べ
や
す
い
。
災
害

に
備
え
、
作
り
方
を
忘
れ
な
い
よ

う
に
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

会
は
、
有
事
の
際
に
団
員
の
安
全

を
確
保
し
つ
つ
、
確
実
に
放
水
を

開
始
す
る
た
め
、
各
番
員
の
動
き

方
を
確
認
す
る
こ
と
を
目
的
に
行

わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
ポ
ン
プ
車
、
軽
・
積
載

車
が
そ
れ
ぞ
れ
部
ご
と
に
放
水
を

行
い
、
そ
れ
に
対
し
て
消
防
団
幹

部
が
各
番
員
に
講
評
す
る
と
い
う

形
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
日

に
向
け
て
日
々
の
訓
練
を
繰
り
返

し
て
き
た
団
員
の
皆
さ
ん
。
一
連

の
訓
練
を
通
じ
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

が
図
ら
れ
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
町
と
モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形
に
よ
る
、

声
に
着
目
し
た
健
康
教
室
「
O
-60

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
60
歳
以
上
の
方
対

象
の
声
磨
き
教
室
）」
が
、
９
月
15

日
に
北
部
公
民
館
、
10
月
８
日
に
役

　
９
月
27
日
、
創
遊
館
を
会
場
に

朝
日
町
青
少
年
健
全
育
成
町
民
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。「
育
て
よ

う
生
き
る
力
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、

た
く
ま
し
く
心
豊
か
な
あ
さ
ひ
っ

　
９
月
25
日
、
役
場
調
理
室
な
ど

を
会
場
に
、
災
害
時
に
役
立
つ
調

理
法
な
ど
の
体
験
会
が
行
わ
れ
、

町
民
や
町
食
生
活
改
善
推
進
員
ら

13
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
10
月
４
日
、
創
遊
館
駐
車
場
を

会
場
に
、
町
消
防
団
の
車
両
操
作

と
放
水
動
作
を
確
認
す
る
訓
練
会

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
訓
練

　　町政スポット　　

　創遊館の芝生広場を会場に、秋の名物イベント “朝日町ワイン
まつり ”が今年も盛大に開催され、約 900 人の来場者が町自慢
のワインを堪能しました。
　まつりのために用意されたワインは約1,000本。来場者は入場後、
チケットと引き換えに赤・白・ロゼの中から好みのワインを選んで乾
杯。快晴のもと、県産牛（幸生牛）のバーベキューとともに冷たい
ワインを存分に味わい、会場は終始歓声と笑顔に包まれていました。

第47回第47回
朝日町朝日町ワワイインンまつりまつり

９月23日（水・祝）９月23日（水・祝）
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　　令和７年度決算

義
2 億 6,841万円

義務教育学校建設予定地の用地
取得および次年度以降の整備に
係る設計などを実施しました。

物
1,142 万円

物価高騰対策として、子ども
一人あたり2万円の応援手当
を支給しました。

Asahi自然観コテージ村
再整備事業
4 億 5,802 万円

Asahi自然観コテージ村再整備
事業として9棟の新築、2棟の改
修、4棟の解体を行いました。

創遊館舞台照明
操作卓等改修

価高対応
子育て応援手当

8,696 万円
ホール照明の操作装置が老朽化
し、部品なども生産停止されている
ため、装置の更新を実施しました。

町道大町西原線
歩道設置工事

8,070 万円
令和4年度から行っていた大町地
区と西原地区を結ぶ町道大町西
原線の拡幅工事が完了しました。

五百川橋
本復旧工事

4,191万円
橋梁長寿命化修繕計画に基づ
き、町道西町西船渡線五百川
橋本復旧工事を行いました。

古民家改修事業

3,269 万円
インバウンド受け入れや交流人
口拡大を目的に、町保有古民家を
改修し、魅力向上を図りました。

災害復旧事業

務教育学校
創設事業

4 億 6,296 万円
令和７年４月の融雪災害で被災し
た町道立木ブナ峠線の復旧に向け
た測量・設計などを実施しました。

■ 令和７年度の主要事業

災害復旧費
9,944万円　1.4％

議会費
8,878万円　1.3％

労働費
513万円　0.1％

消防費
2億4,916万円　3.6％地方譲与税・交付金

3億980万円　4.2％

県支出金
3億927万円　4.2％

国庫支出金国庫支出金
8億1,256万円
11.0％

町債
8億4,530万円8億4,530万円
11.4％11.4％

地方交付税
32億8,342万円　44.3％

その他
1億6,326万円

2.2％

繰越金
1億7,767万円

2.4％

寄付金
1億2,902万円

1.7％

町税
5億5,425万円

7.5％

繰入金
8億2,751万円
11.2％

農林水産業費
2億6,442万円
3.9％

民生費民生費
12億739万円12億739万円

　17.6％　17.6％

総務費総務費
11億4,287万円11億4,287万円

　16.6％　16.6％

教育費
9億5,642万円

　13.9％　13.9％商工費
8億7,687万円　12.8％

公債費
7億5,873万円
11.0％

衛生費
6億3,272万円
9.2％

歳出
68億
6,683万円

歳入
74億
1,206万円

土木費
5億8,489万円
8.5％

用語の説明
歳入▶地方交付税…全ての市町村で一定水準の行政サービスが受けられるように、国が交付するお金　自主財源…町税など町が自主的に確保でき
るお金　依存財源…町が自主的に確保できないお金　国・県支出金…特定事業のために、国や県から交付されるお金　地方譲与税…国が税金として
徴収し、市町村へ譲与されるお金　町債…事業（主に建設業）を行うために、国や銀行から借り入れるお金　繰入金…基金（貯金）からの取崩し金
歳出▶総務費…交通・定住対策、自治会の活動、選挙、災害対策などに使われるお金　民生費…子育て支援・高齢者福祉・生活保護など、主
に福祉のために使われるお金　公債費…町が借り入れた地方債の元利償還などのお金　衛生費…予防接種や健診などの健康増進、ごみ処理な
どに使われるお金。病院事業への補助も含まれる

　歳入総額は、74億 1,206 万円となり、前年度か
ら 7億 3,148 万円（10.9％）の増となりました。
　国庫支出金は 8 億 1,256 万円で前年度比 2 億
2,061 万円（37.3％）の増。Asahi 自然観コテー
ジ村の再整備事業や、町有古民家の設備改修事業
などに「新しい地方経済・生活環境創生交付金」
を活用したことが主な要因となっています。また
令和７年度は、町税が 3,094 万円の増収となりま
した。
　さらに、歳入で最も大きな割合の地方交付税に
ついても、1億 7,731 万円（5.7%）の増となりま
した。

　特別会計の各会計については、いずれも黒字を確保で
き、良好な財政状況を維持できました。

病院事業
　病院事業会計の収益的収支（税抜）は、医業収益
の５億 890 万円に、一般会計からの繰入金を含む医
業外収益等３億 2,487 万円を加えた８億 3,816 万円
を収入として計上。支出に 8億 6,303 万円を計上し、
2,487 万円が当年度の経常損失となりました。
　資本的収支（税込）は、一般会計出資金や企業債
4,266 万円を収入として計上、給湯ボイラー等更新工
事実施設計や医療機器購入、企業債償還元金として
9,128 万円を支出に計上しました。

集落排水事業
　収益的収支（税抜）は、302万円の純利益となりました。
　資本的収支（税込）は一般会計からの出資金などの
収入として 615 万円、マンホール蓋交換工事に要す
る費用および企業債償還元金として 836 万円を支出
に計上しました。
※集排事業は令和 6年度から公営企業会計化しました。

水道事業
　収益的収支（税抜）は、1,008 万円の純利益となりました。
　資本的収支（税込）は、一般会計からの負担金や地方債な
どの収入として 9,350 万円、豊龍配水池新設工事や消火栓設
置工事など、水道施設の更新に要する費用および企業債償還
元金として２億 684 万円を支出に計上しました。

　歳入歳出差引額は5億 4,523 万円。このうち、事業が終わらないため翌年度に繰り越して使うお金 3,620 万円を
差し引き、さらに財政調整基金に3億 4,005 万円を積み立てた残額1億 6,903 万円を令和8年度へ繰り越しました。

　歳出総額は、68 億 6,683 万円となり、前年度から
5億 7,391 万円（9.1％）の増となりました。
　Asahi 自然観コテージ村の再整備事業（２年目）を
計上した商工費が前年度比 4億 9,783 万円の増、さ
らに義務教育学校建設に伴う用地取得や、用地造成
に向けた測量設計を計上した教育費が前年度比 3億
8,478 万円の増となっております。
　一方で、総務費が役場庁舎長寿命化改修事業の完了
により 2億 8,860 万円の減、土木費が緊急自然災害
防止対策事業の完了により 1億 2,500 万円の減、議
会費が議会中継システムの整備完了により 2,424 万
円の減と、それぞれ大きな減となりました。

　町の令和７年度決算が、町議会９月定例会で認定さ
れました。
　町民の皆さんから納めていただいた税金や、国・県
からの支出金がどのように使われたのか、町の財政状
況がどうなっているのか、その概要をお知らせします。

令和７年度

決算
■ 一般会計歳入

■ 特別会計

■ 企業会計

■ 歳入歳出差引額

■ 一般会計歳出

 歳入  歳出 差引
国 民 健 康 保 険 8億5,543 8億3,933 1,610
介 護 保 険 10億7,606 10億1,249 6,357
後期高齢者医療 1億2,077 1億1,978 99

 収入  支出 差引
病院
事業

（収益的収支） 8億3,816 8億6,303 △2,487
（資本的収支） 4,266 9,128 △4,862

集排
事業

（収益的収支） 3,248 2,946 302
（資本的収支） 615 836 △221

水道
事業

（収益的収支） 1億4,709 1億3,701 1,008
（資本的収支） 9,350 2億684 △1億1,334

（単位：万円）

（単位：万円）

※�病院事業･集排事業･水道事業の資本的収支の不足額は、過年度分損益勘定留保資金
等で補てんしています。

※全会計とも、実質黒字または資金剰余となっています。
※�企業会計については、収益的収支は税抜き、資本的収支については税込みで表記しています。

※端数処理の関係で合計額等が一致しない場合があります。



2026.102026.10 1213

　　令和７年度決算

まとめと
今後の取り組み

※健全化判断比率 … �実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率、将来負担比率の４指標の総称。公営企業の経営健全度を表す資金
不足比率とともに、毎年議会への報告と公表が義務付けられています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
健全化判断比率のうち、実質赤字比率、連結実質赤字比率については県内全ての市町村で比率がありません。

自治体経営に必要なお金を実際の収
入で割った値（３カ年の平均値）で、
数値が大きいほど余裕がある。

一般会計の公債費（借金返済費用）
が重すぎないかを見る指標。３カ年の
平均値で算定。数値が低いほど良好。

毎年度ある収入に対して、必ず行う
支出の割合を示したもの。数値が低
いほど柔軟に事業に対応できる。

（単位：万円）※端数処理の関係で合計額等が一致しない場合があります。

一般会計の町債（借金）や、将来支払う
可能性のある他会計負担金の程度を
指標化したもの。数値が低いほど良好。

… 良い

… 良くない

　実質公債費比率、将来負担比率は健全
段階を維持しているものの、近年の大型
事業により町債（借金）残高が増えてい
ます。それに伴って公債費（借金返済費
用）が増え、経常収支比率は依然高い水
準となっています。

　今後も、大型事業として観光施設や義
務教育学校の建設に取り組んでおり、公
債費が増額となります。その実施に当
たっては、各種基金の有効活用などで町
債発行を抑制しながら健全財政の維持に
努めていきます。

■ 財政力指数（自前の収入でやりくりできるか）

■ 実質公債費比率（借金返済に窮していないか）

■ 経常収支比率（自由に使えるお金があるか）

■ 将来負担比率（将来世代にツケを先延ばしにしていないか）

　町の財政状況は健全化判断比率※をはじめとしたさまざまな指標により客観的に分析する
ことができます。こうした指標を過去 3年間の推移や県内町村との比較で分析します。

　他自治体と比較し
て、当町は必要な経
費を自主財源で賄え
る割合が低いことが
分かります。町民税
や固定資産税などの
町税収入が少ないこ
とが主な要因です。

　大きな返済が終了し
たことにより、昨年度比
で減少しました。県平均
と比較しても低い数値
で推移しており、依然と
して良好な水準を維持
しています。返済費用
の一部が地方交付税に
算入される制度を有効
活用しているためです。

　昨年度から大きく
改善しました。自由
に使えるお金として
算定される地方交付
税の交付額が昨年と
比べて多かったこと
が主な要因です。

　前年度に続き、比
率はありません。借金
などの将来負担額よ
りも貯金や将来地方
交付税として算入が
見込まれる金額の方
が多いためです。

財政指標で見る町の財政状況 町の台所事情（借金と貯金）
　町も一般家庭と同様、大きな事業を行うときは国や民間の金融機関などからお金を借りています。また、将来の支
出に向けた蓄えや寄付金を原資とした貯金もあります。両者の５年間の推移、令和７年度の状況をお知らせします。

　令和元年度決算以降、６年ぶりに町債残高が増加し
ました。発行額（8.5 億円）が償還額（7.6 億円）を
大きく上回ったためです。
　町債を発行して実施した令和７年度の主な事業は、
義務教育学校創設事業（1億 8,500 万円）、Asahi 自
然観コテージ村再整備事業（2億 1,440 万円）、創遊
館舞台照明操作卓等改修事業（8,690 万円）など。
※(　)内は町債発行額

　前年度から 4.6 億円の減となりました。主にあさ
ひ未来学園建設に向けた用地買収およびAsahi 自然
観コテージ村再整備事業に活用するために、例年よ
りも多い金額を財政調整基金、町有施設整備・整備
基金から取り崩したことが主な要因です。
　取崩額の総額は 8.4 億円。Asahi 自然観コテージ
村再整備事業やりんご温泉施設改修、古民家改修な
ど、老朽化が進む施設の修繕・改修に町有施設整備・
管理基金を取り崩したほか、町道立木ブナ峠線の災
害復旧に向けた測量、自治体システム標準化対応に
は財政調整基金などを、学校給食費無償化事業およ
び空気神社のライトアップの補助金などには日本一
りんごのふるさとづくり基金を活用しました。

■ 町債残高（町の借金）  〜令和７年度末の残高は約55.0億円。前年度から1.0億円増加〜

■ 積立金残高（町の貯金）  〜令和７年度末の残高は約26.5億円。前年度から4.6億円減少〜

■ 主な積立金の状況（令和７年度）
基 金 名 ６年度末

残高
７年度
積立額

７年度
取崩額 取崩額の主な充当事業等 ７年度末

残高

財政調整基金 10億1,724 2億1,175 4億6,247 一般会計の財源調整 7億6,652

減債基金 1億5,607 930 2,188 特定の借入金（借金）の返済費用 1億4,349

町有施設整備・管理基金 9億9,454 256 1億7,920 りんご温泉施設改修、
Asahi自然観コテージ村整備事業等 8億1,790

日本一りんごの
ふるさとづくり基金 1億624 1億3,168 1億4,000 給食費無償化、空き家解体補助、

未満児家庭保育応援金等 9,792

その他 8億3,426 3,439 4,939 8億1,926

合　計 31億835 3億8,968 8億5,294 26億4,509

64.0

62.0

60.0

58.0

56.0

54.0

52.0

50.0

（億円）

３年度令和

令和

４年度 ５年度 ６年度

町債残高の推移

７年度

62.1

58.3

55.8

40.0

35.0

30.0

25.0

20.0

15.0

10.0

5.0

0.0

（億円）

７年度

積立金現在高の推移

３年度 ４年度 ５年度 ６年度

31.1

36.2 36.9
35.0

55.055.0
54.0

26.5
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今年 100 歳になられた菅井きよゑさん（沼向）

「語りの会つむぎ」の皆さんと▶

◀�旧十一面観音堂（水口）には、最上
軍が一夜泊まったという伝承が残る

▶りんごを釣って、しぼりたての
　ジュースを作れるブースも

　北部公民館を会場に、大谷小学校３・４年生の PTA 学年
行事として、地域おこし協力隊の工藤香織隊員を講師に招
いた料理教室が開催されました。
　参加者全員で協力しながら、大谷地区で栽培されたりん
ごを使ったカレーと、講師から生地のこね方のコツを教わ
りながら、チーズナン作りに挑戦しました。料理の完成後
は親子でテーブルを囲んで実食。ナンから伸びるチーズに
驚く声が上がる中、にぎやかに食卓を囲みました。

　今年度で 100 歳を迎える町内９人の方に、内閣総理大臣
からのお祝い状と記念品が贈呈され、鈴木浩幸町長よりそ
の伝達が行われました。
　今回伝達を受けた菅井きよゑさん（沼向）は、「こんなに
立派な賞をいただけてうれしい」と話し、元気の秘

ひ け つ

訣を伺う
と「朝晩の軽運動や庭のお手入れを毎日続けている。また、
ほぼ毎回ぽかぽかサロンに通い、体を動かしていることが健
康につながっていると思う」とにこやかに教えてくれました。

　常盤公民館を会場に、スナック詩
う た

（常盤）が主催する「カ
ラオケまつり」が開催されました。スナック詩に通う常連
客の提案で企画されたもので、180 人以上が来場しました。
　当日のスタッフや出店での販売などは、お店の常連さんた
ちが協力。参加者によるカラオケはもちろん、津軽三味線奏
者や民謡歌手、さらには朝日町踊りの会によるステージ、そ
して花火の打ち上げなど、さまざまな催しと仕掛けが準備さ
れ、訪れた人々は談笑しながらまつりを楽しんでいました。

　西部地区の高齢者を対象に、生きがいづくりと生涯学習
を目的とする「高砂大学」が開講しました。今年の学生は
16 人で、今回はそのうち 10 人が参加しました。
　講義ではまず「語りの会つむぎ」の皆さんが民話劇や踊り
のステージを披露。「面白くて、もっと見ていたかった」と
みんなが笑顔になったところで、続いて町保健師による体力
測定などの健康教室が行われました。参加者は血圧や歩く力
などを測定しながら、自身の身体の状態を確認していました。

　災害発生時の対応を考える機会として、八ツ沼区で避難
訓練・防災教室が実施され、区民 38 人が参加しました。
　役場危機管理対策室の職員による防災講話の後、消防朝
日分署の職員を講師として、AED や消火器の正しい使い方
と心肺蘇生法を学びました。区民同士で緊張感をもって訓
練に取り組んだ参加者は「心臓マッサージは思った以上の
力が必要と分かり、疲れたが勉強になった。最近は大雨も
多く、防災意識をより高められた」と振り返りました。

　町の歴史を学ぶ「朝日町ふるさと歴史教室」として、最
も が み

上
義
よ し あ き

光が八ツ沼城・鳥
と や が も り

屋ヶ森城を攻めたという五百川合戦ゆか
りの地をめぐる現地見学会が行われ、10 人が参加しました。
　宮本建一さん（エコミュージアム案内人の会 / 西船渡）、
齋藤隆さん（町郷土史研究会 / 本町）らの案内で、八ツ沼城
主・原

は ら か い の か み た だ し げ

甲斐守忠重の墓がある若宮寺や、戦
いくさ

で落城した八ツ沼
城址などを訪ねました。参加者は「普段何気なく見ている場
所にも歴史の跡があり、とても面白かった」と話しました。

　あさひ保育園の子どもたちに、朝日町観光協会から桃色
ウサヒのパペット人形がプレゼントされました。この人形
は同協会が開発し、８月から販売を開始したもので、今回
は各クラスに１体ずつ、合計６体が贈呈されました。
　式では、観光協会の阿部安彦副会長、道の駅あさひまちの
加藤拓生駅長、そして桃色ウサヒが園児代表にパペットを手
渡し。受け取った子どもたちは「かわいい！」「ふわふわ！」と
楽しそうに話しながら、早速大事そうに抱えて遊んでいました。

　平成 27 年 10 月 1 日にオープンした道の駅あさひまち「り
んごの森」の開業 11 周年を記念した創業祭が行われました。
　商品のセール販売以外にも、朝日町観光協会による町の名
物やウサヒのグッズが入ったガチャガチャの設置や、駐車場
奥にある芝生の「ごろごろ広場」を会場にした「ごろごろマル
シェ」の開催など、楽しい企画が盛りだくさん。「SNS で開催
情報を見て訪れた」と話す県内外からの来場者も多く、たく
さんの人が町の魅力に触れながら楽しんだ一日となりました。

9
12

9
12

9
17

9
13

9
19

9
14

10
4

地域で採れた食材を使っておいしく調理今年は９人の方へ贈呈

歌って飲んで、にぎやかに笑って動いて、いつまでも元気に

有事の際の対応を学ぶ450 年前の歴史を感じて

みんなで仲良く遊んでね11 周年を祝い、盛大ににぎわう

大谷小学校 PTA 学年行事令和８年度 百歳高齢者表彰

第１回カラオケまつり令和８年度第１回 高砂大学

八ツ沼区で避難訓練を実施五百川合戦ゆかりの地をめぐる

桃色ウサヒパペット贈呈式道の駅あさひまち 創業祭

9 16
24
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に

親
し
ん
で
育
っ
た
私
は
、
戦
争
で

全
て
を
失
い
、
生
き
る
た
め
に
自

分
を
偽
る
こ
と
を
選
ん
だ
。
戦
渦
を

生
き
た
ひ
と
た
ち
が
奏
で
る
長
篇
。

2
0
2
6
年
10
月
公
開
映
画
の
原

案
小
説
。

第
13
回
料
理
レ
シ
ピ
本
大
賞 

i
n 

J
a
p
a
n

お
菓
子
部
門
大
賞
受
賞
作

「
せ
っ
か
く
作
る
な
ら
、

一
生
も
の
の
、
お
い
し
い
お
菓
子
」

小
嶋 

ル
ミ　
著

K
A
D
O
K
A
W
A

　

確
か
な
基
本
を
マ
ス
タ
ー
し
た

い
人
へ
！
お
菓
子
界
の
レ
ジ
ェ
ン

ド
・
小
嶋
ル
ミ
氏
が
、
初
心
者
に
こ

そ
伝
え
た
い
お
菓
子
作
り
の
基
本

を
徹
底
的
に
教
え
ま
す
。
レ
シ
ピ
同

様
に
仕
上
が
り
を
左
右
す
る
「
混
ぜ

方
」
を
丁
寧
に
解
説
し
ま
す
。

第
13
回
料
理
レ
シ
ピ
本
大
賞 

i
n 

J
a
p
a
n

こ
ど
も
の
本
賞
受
賞
作

「
小
学
生
の
お
料
理
ブ
ッ
ク
」

新
谷 

友
里
江　
著

家
の
光
協
会

　
「
小
学
３
～
４
年
生
が
安
全
に
、

ひ
と
り
で
作
れ
る
人
気
の
レ
シ
ピ
」

を
厳
選
し
て
掲
載
。
家
に
あ
る
道
具

や
手
に
入
り
や
す
い
食
材
を
使
用

し
て
い
る
の
で
、
思
い
立
っ
た
ら
す

ぐ
に
始
め
ら
れ
ま
す
。「
料
理
っ
て

楽
し
い
」
と
思
わ
せ
る
工
夫
が
い
っ

ぱ
い
で
す
。

【
そ
の
他
の
新
刊
】

▼
暗
殺
の
交
響
曲
／
中
山
七
里　
▼

安
恒
／
今
野
敏　
▼
少
年
A
B
C
の

完
璧
な
選
択
／
結
城
真
一
郎　
▼
油

断
！
／
堺
屋
太
一　

▼
誰
何
／
伏
尾

美
紀　
▼
ギ
ャ
ル
に
ひ
か
れ
て
寺
マ

ル
シ
ェ
／
宮
島
未
奈　
▼
黒
鳥
／
横

関
大　
▼
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
の
査
証
／

海
堂
尊　
▼
弾
丸
と
ヒ
マ
ワ
リ
／
箕

輪
尊
文　
▼
人
に
は
ど
れ
ほ
ど
の
本

が
い
る
か
／
鈴
木
結
生　
▼
４
ア
ウ

ト
―
あ
る
障
害
者
野
球
チ
ー
ム
の
挑

戦
―
／
平
山
讓　
▼
マ
マ
が
も
う
こ

の
世
界
に
い
な
く
て
も
―
私
の
命
の

日
記
―
／
遠
藤
和　
▼
旬
の
料
理
家

た
ち
の
日
々
ご
は
ん
―
私
の
献
立
日

記
―
／
栄
養
と
料
理 

編　
▼
法
医
学

教
授
が
教
え
て
い
る
死
体
の
授
業
／

飯
野
守
男　
▼
都
市
の
よ
う
な
図
書

館
を
つ
く
る
／
馬
場
正
尊 

ほ
か　
▼

魔
女
と
家
族
に
な
る
方
法
／
木
地

雅
映
子　
▼
こ
ど
も
道
路
交
通
法
―

判
例
こ
ど
も
六
法
―
／
山
崎
聡
一
郎　

▼
ウ
ン
ム
・
ア
ー
ザ
ル
の
キ
ッ
チ
ン
／

菅
瀬
晶
子　

▼
つ
く
る
！
は
こ
ぶ
！

お
こ
め
を
と
ど
け
る
の
り
も
の
た
ち

／
は
っ
と
り
ひ
ろ
き　
▼
小
学
生
の

お
料
理
ブ
ッ
ク 

２ 

S
U
P
E
R
！

／
新
谷
友
里
江　
ほ
か

【ブックテーマコーナー】

秋の夜長は
親子で読書を！

町で活動する県外の民間人材が、
自身の活動や町民の皆さんへの呼びかけなどを掲載します。

【今月の担当】株式会社 アール・エ北陸

町地域おこし協力隊と桃色ウサヒの「中の人」こと、
佐藤恒平情報交流総合アドバイザーによる連載コーナー。
日々の活動や朝日町での暮らしを語ります。

　
今
年
も
、大
谷
地
区
の
「
風
神
祭
」

に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

本
番
の
に
ぎ
や
か
さ
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
練

習
し
た
時
間
や
、
本
番
に
向
け
て
準

備
を
重
ね
た
日
々
も
、
今
で
は
大
切

な
思
い
出
で
す
。
外
か
ら
朝
日
町
に

来
た
私
に
と
っ
て
、
地
域
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
伝
統
行
事
に
参
加
で
き
た

こ
と
は
、
朝
日
町
の
温
か
さ
を
改
め

て
感
じ
る
、
と
て
も
貴
重
な
経
験
と

な
り
ま
し
た
。

　
協
力
隊
と
し
て
の
任
期
も
、
残
す

と
こ
ろ
あ
と
半
年
ほ
ど
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
通
し

て
、
多
く
の
方
々
と
出
会
い
、
さ
ま

ざ
ま
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
残
り
の
半
年
も
、
町
の
皆
さ

ん
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
自
分
だ
か

ら
こ
そ
伝
え
ら

れ
る
朝
日
町
の

魅
力
を
、
台
湾

を
は
じ
め
と
す

る
海
外
の
方
々

へ
届
け
て
い
き

た
い
と
思
い
ま

す
。
最
後
ま
で
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

地域おこし協力隊、3年目を迎えて
インバウンド推進員　陳

ち ん

 昱
い く え い

睿（台湾出身）

　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
推
進
員
の
陳
昱

睿
で
す
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と

し
て
朝
日
町
に
着
任
し
て
か
ら
、
早

い
も
の
で
3
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

普
段
は
、
台
湾
の
方
に
向
け
た

S
N
S
の
運
営
や
朝
日
町
の
情
報

発
信
を
は
じ
め
、
台
湾
か
ら
訪
れ

る
観
光
客
の
町
内
案
内
、
海
外
向

け
事
業
で
の
通
訳
な
ど
、
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
業
務

を
担
当
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
内

で
行
わ
れ
る
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
に
も

参
加
・
協
力
し
、
自
分
自
身
が
実

際
に
見
て
、
感
じ
た
朝
日
町
の
魅

力
を
台
湾
の
皆
さ
ん
に
届
け
る
こ

と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

大谷風神祭（８月 31 日）では、
「お神楽」を支える一人として参加しました
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　朝
あさひだけしんこう

日岳信仰は、白
はくほう

鳳９（680）年、山
さんがくしゅげんしゃ

岳修験者の役
えん

の小
お づ ぬ

角が大沼を経て
朝日山頂を極

きわ

め、開
かいざん

山したのが始まりと伝えられています。
　その後、繁栄と衰

す い び

微を繰り返し、江戸時代には湯
ゆどのさんしゅげん

殿山修験との競争に
敗れ衰微していましたが、明治10（1877）年、神

しんしょく

職の里
さとみつとむ

見勉と清
せい の ま さ お

野正男
により鳥原山に無

むかくし ゃ

格社朝日嶽神社を復興しました。昭和28（1953）年、
宗教法人法により霊

れいざん

山朝日嶽神社を設立登記し、現在に至ります。
　例

れいさい

祭は 6月の第 3日曜日。朝日連峰の山
やまびら

開きを兼ねて、関係する市町
の担当者や山岳会会員、一般の登山者も一緒に集い、山の安全を祈願しています。

朝
日
町
の

神
社
と
御
堂

朝
あ さ ひ だ け じ ん じ ゃ

日嶽神社（鳥
と り は ら や ま

原山）第41回

�

― 

町
全
体
が
博
物
館
　
朝
日
町
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム 

―

子育てママを応援！
お役立ち情報をお届けします

【 令和８年度 第７回 】
今月の担当 … 佐竹 律　こども家庭センター統括支援員

９月１日～９月 30 日届出

（384）

(※外国人を含む)

●令和８年　９月30日 現在 ※(　)内は先月比

人口と世帯数Population

------ ９月中の異動 -----
出生
死亡

２人
８人

転入
転出

13人
６人

人　口 5,513 人 (＋ １)
男 2,764 人 (± ０)
女 2,749 人 (＋ １)

世帯数 2,260 世帯 (± ０)

区　名 死亡者氏名 世帯主名
やすらかにObituaries

真　中	 堀　　　庄　市	 俊　一
大谷第五	 髙　取　照　子	 綾　平
大谷第一	 白　田　　　茂	 和　宏
元　町	 長　岡　和　美	 和　浩
大谷第五	 長　岡　ユキ子	 好　男

 【所在地】朝日連邦の鳥原山山頂の東、鳥
と り は ら ご や

原小屋のすぐ脇にある

　昭和34（1959）年、『伊
い せ わ ん

勢湾台風』と呼ばれる猛烈な風雨の台風で、朝日嶽神社の社
し ゃ で ん

殿は壊
れてしまったんだ。倒壊した神社の柱や、御

ご し ん た い

神体が祀
ま つ

られている神
か み だ な

棚などはそのままになって
いたけれど、昭和38（1963）年にできた鳥原小屋に仮

か り あ ん ち

安置された。その後、鳥原小屋の隣に神
社が再建され、さらに新しくなった社

し ゃ で ん

殿が現在の朝日嶽神社なんだって。

保護者名性別区　名 出生児氏名
すこやかにBirths

真　中
大　町

遠 藤 美
み

愛
あ

阿 部 星
ほ

玖
く

女
男

潤人
将也
・
・
美穂
菜々美

マ
マ
と
赤
ち
ゃ
ん
の

産
後
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト

　
出
産
・
育
児
に
日
々
向
き
合
っ

て
い
る
お
母
さ
ん
。
落
ち
込
ん
だ

り
、
自
分
を
責
め
た
り
、
逃
げ
出

し
た
く
な
っ
た
り
…
。
頑
張
っ
て
、

頑
張
り
す
ぎ
て
、
心
も
体
も
疲
れ

切
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　
産
後
は
身
体
が
出
産
前
の
状
態

に
戻
ろ
う
と
す
る
た
め
、
心
身
と

も
に
不
安
定
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
体
調
が
安
定
し
な
い
中
で

子
育
て
が
ス
タ
ー
ト
し
、
睡
眠
不

足
や
育
児
の
不
安
、
疲
れ
な
ど
か

ら
、
お
母
さ
ん
の
心
身
は
不
安
定

に
な
り
が
ち
で
す
。

　
そ
ん
な
時
は
ぜ
ひ
、
産
後
ケ
ア

を
利
用
し
、
お
母
さ
ん
が
自
信
を

も
っ
て
ラ
ク
に
子
育
て
が
で
き
る

方
法
を
一
緒
に
探
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

〇
朝
日
町
産
後
ケ
ア
事
業
者

⃝
ま
ち
な
か
助
産
院

（
朝
日
町
大
字
宮
宿
1
0
2
1
-14
）

⃝
国
井
ク
リ
ニ
ッ
ク

（
寒
河
江
市
大
字
中
郷
1
4
5
0
-１
）

⃝
山
形
済
生
病
院

（
山
形
市
沖
町
79
-１
）

マ
マ
の
家
事
＆
育
児
を
サ
ポ
ー
ト
！

（
子
育
て
世
帯
訪
問
支
援
事
業
）

　

町
で
も
核
家
族
化
な
ど
に
よ

り
、
家
事
や
育
児
に
不
安
や
負
担

を
抱
え
て
い
る
方
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。
産
後
や
体
調
不
良
の
時
、

子
育
て
に
困
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？

　
「
買
い
物
に
行
け
な
い
」「
夫
が

出
張
で
一
人
で
子
ど
も
を
お
風
呂

に
入
れ
ら
れ
な
い
」。
そ
ん
な
時
に

町
で
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
よ
う
、
子

育
て
世
帯
訪
問
支
援
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
ヘ

ル
パ
ー
さ
ん
か
ら
育
児
や
家
事
を

手
伝
っ
て
も
ら
え
る
も
の
で
す
。 

　

育
児
中
で
「
誰
か
の
助
け
が
ほ

し
い
」
と
感
じ
て
い
る
方
に
、
寄
り

添
っ
た
サ
ポ
ー
ト
を
提
供
し
ま
す
。

　

産
後
ケ
ア
事
業
・
子
育
て
世
帯

訪
問
支
援
事
業
の
申
し
込
み
・
お
問

合
せ
は
左
記
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

▼
健
康
福
祉
課 

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

☎
84ｰ

7
7
5
5

ウサヒのゆるっと解説

大谷地区で
「地域食堂」開催

　10 月２日、大谷第五区公民館を会場に、地域食堂「地
域だんらん さんきゅう食堂」が開催されました。
　発起人は、大谷にあるカフェ「縁

エ ン ジ ョ イ

joy コーヒー」のオー
ナーでもある渡辺恵美子さん（大谷第五）。「核家族世帯
や高齢者の一人暮らし世帯が増え、一人でご飯を食べて
いる人も多い。そういう人たちのだんらんの場を、どう
にか作れないか」と考えたのが開催の背景だと語ります。
　当日は子どもから高齢者まで、幅広い世代の 20 人が
参加。渡辺さんの友人ら８人のスタッフが調理したカ
レーなどのメニューを、みんなで顔を合わせてにぎやか
にいただきました。
　次回は 11 月７日（土）に実施されます。本紙と同日
配布の「お知らせ板」に詳細がありますので、そちらも
ぜひご覧ください。
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Instagram ▶ホームページ▶ 町公式ホームページ内 “ まちの写真館 ” および町公式 Instagram には、
本紙の記事に関連した写真や動画を掲載しています。ぜひご覧ください

　

今
号
の
表
紙
は
椹
平
の
棚
田
。「
そ
ろ

そ
ろ
稲
刈
り
も
始
ま
っ
て
い
る
よ
」
と
聞

き
、
急
い
で
撮
り
に
行
か
ね
ば
！
と
撮
影

し
た
も
の
で
し
た
。
広
報
担
当
に
な
っ
て

以
来
、
定
期
的
に
棚
田
の
写
真
を
撮
り
に

行
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
こ
で
「
町
外
か
ら

見
に
来
た
ん
だ
」
と
い
う
方
と
出
会
う
こ

と
が
と
て
も
多
い
で
す
。
そ
れ
は
と
て
も

う
れ
し
い
こ
と
で
す
し
、
そ
う
し
た
方
々

に
も
っ
と
町
の
素
敵
な
と
こ
ろ
を
見
て

回
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
こ
の
広
報
紙
で

も
ど
ん
ど
ん
町
の
魅
力
を
伝
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
カ
メ
ラ
の
腕
を
上
げ
る

こ
と
も
含
め
、い
ろ
い
ろ
と
頑
張
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
今
号
の
特
集
は
ミ
ズ
ノ
株
式

会
社
様
と
の
連
携
に
つ
い
て
で
し
た
。
町

と
の
連
携
を
長
く
担
当
し
て
く
だ
さ
っ

て
い
る
川
久
保
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

す
る
中
で
、「
運
動
は
自
分
へ
の
投
資
」

と
い
う
言
葉
に
ハ
ッ
と
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
自
分
の
中
に
は
運
動
す
る

習
慣
が
全
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ど

う
せ
生
き
る
な
ら
健
康
的
に
過
ご
し
た

い
で
す
よ
ね
。
軽
い
運
動
で
も
続
け
ら
れ

る
も
の
を
、
ミ
ズ
ノ
さ
ん
と
の
共
同
事
業

を
取
材
す
る
中
で
、
自
分
も
見
つ
け
ら
れ

れ
ば
と
思
い
ま
す
。　
　
　
白
田　
一
暉

春夏秋冬

健康な体が
あればいい

　
子
ど
も
た
ち
に
豊
か
な
心
と
郷
土
愛

を
育
ん
で
も
ら
う
た
め
、
地
域
の
達
人

た
ち
が
、
大
谷
地
区
を
中
心
に
自
然
体

験
活
動
な
ど
を
行
う
ド
キ
ド
キ
探
検
隊

（
鈴
木
直
幸
代
表
）。
９
月
20
日
、
馬
神

ダ
ム
（
大
谷
第
二
）
に
て
同
団
体
主
催

の
カ
ヌ
ー
体
験
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
は
隊
員
７
人
が
親
子
で
参
加
。

一
人
で
乗
っ
た
り
、
友
達
同
士
や
親
子

で
同
じ
カ
ヌ
ー
に
乗
っ
た
り
と
、
達
人

た
ち
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
に
ぎ
や
か
に

楽
し
み
ま
し
た
。

　
そ
し
て
午
後
か
ら
は
大
人
を
対
象
と

し
た
「
大
人
の
ド
キ
ド
キ
探
検
隊
」
を

初
開
催
。
地
域
か
ら
の
要
望
で
企
画
さ

れ
、
町
内
外
か
ら
参
加
し
た
７
人
が
カ

ヌ
ー
を
満
喫
。
こ
ち
ら
は
ダ
ム
の
上
流

ま
で
進
み
、
豊
か
な
自
然
を
水
上
か
ら

ゆ
っ
た
り
と
楽
し
み
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、「
ま
た
や
っ
て
み
た

い
」
と
の
声
が
多
く
聞
こ
え
、
子
ど
も

も
大
人
も
笑
顔
で
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を

楽
し
む
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

今年は大人向けも初開催！

ドキドキ探検隊
カヌー体験
９月20日（日）


